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TUBBATAHA REEFS

スル海に浮かぶ世界遺産のサンゴ礁

プエルトプリンセサの港からクルーズ船に乗って約10時間、トゥバタハリーフに到着して思わず浮かんだのがこの言葉だった。
目の前に大きく広がる青い海と青い空。

毎年3月中旬頃から6月頃までしかアクセスできない期間限定の夢の海。
期待ではちきれんばかりのダイビングライフの始まりだ！

空が大きい。

トゥバタハリーフ
●写真／越智隆治　●構成・文／後藤ゆかり
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南北2つのアトールから成るトゥバタハリーフ。南アトールには
“ライトハウス”と呼ばれる灯台がある島がひとつあるだけ。でも、
海中には極上のダイビングポイントがズラリとそろっている
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TUBBATAHA REEFS
トゥバタハリーフ驚きSurprise

300種以上のサンゴが生息することから“貴重な海域”としてユネスコ
の世界自然遺産に登録されたトゥバタハリーフ。ハードコーラルもも
のすごいけれど、色鮮やかなソフトコーラルの群生とそこにすむ魚
たちが奏でる豊かな海中景観に心が揺さぶられる

海底をびっしり覆うソフトコーラルやウミシダ、カイメン。その周りにはハナダイの仲間が花吹雪のように大乱舞
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　長い間夢見ていたスル海に浮かぶトゥバタ

ハリーフ。毎年3月中旬頃から6月中旬頃のわ

ずか3カ月間ほどしかアクセスできず、しかも日

帰りでは行けない距離のためダイブクルーズ

でしか行けない海で、筆者がこの存在を知っ

た25年ぐらい前はトゥバタハリーフを目指して

出港したものの、たどり着けなくてバステラ

リーフやサンミゲル島といった別の場所で潜

ることを余儀なくされたという例もあった。船

が改良され、海況の判断も確かになった今日

ではそんなことはなくなったが、それでもトゥ

バタハリーフに最初に行った年は、例年になく

早い台風発生の影響で出発が一日遅れた。

トゥバタハリーフはまさに夢の海なのだ。

　1988年にフィリピンのナショナルマリンパー

クに制定され、1993年にはユネスコの世界自

然遺産には貴重なサンゴがこの海域だけで

300種以上もあることから登録を遂げている。

また“世界の7つの不思議な海”としてもノミ

ネートされており、手厚く保護されている海域

となっている。

　そんなトゥバタハリーフは南北２つのアトー

ルから成っていて、リーフ上には嵐のためにな

ぎ倒されてしまったサンゴ礁域もあるものの、

多くの場所で元気なサンゴに会うことができ

る。ハードコーラルの種類の多さもさることな

がら、ストンと海底まで垂直に落ちるドロップ

オフの壁にはソフトコーラルがびっしり。あま

りの美しさに心を打たれること間違いない。

ハード、ソフト……
サンゴの嵐は圧巻

TUBBATAHA REEFS
トゥバタハリーフ

驚きSurprise

コモンシコロサンゴの上でもハナダイの仲間が
大乱舞。ハナダイはフィリピンのほかの海域では
珍しいオオテンハナゴイ、アカネハナゴイも多い

クシハダミドリイシだと思われるサンゴが行けども行けども広がる南リーフのポイント「Staghorn 
Coral」。ここはウミガメがサンゴの上でよく寝ていて、1ダイブで10匹以上に会えることも

真っ赤なソフトコーラルが青い海中を彩る。その周りにはカラフルな
魚たちがいっぱい

トゥバタハリーフのダイビングスポットはすべてといってもいいほど
ドロップオフ。壁にはサンゴや魚がびっしり！

カイメン類が多いのもトゥバタハリーフの特徴だ。こんなユニークな
形をしたスリバチカイメンもあちこちに！

http://tsumishima.com/
http://www.wtp.co.jp/
https://twitter.com/wtpinfo
http://www.facebook.com/tsumishima
http://www.wtp.co.jp/area/tubbataha/index.html


Ocean
海

　青い海ときれいなサンゴ礁があるだけでも幸せなのだが、どこ

かパンチに欠ける……などと思いながらトゥバタハリーフを潜っ

ていると、思いがけない出会いに驚かされることになる。運が良け

れば、ダイブクルーズの初日から、憧れのマンタやジンベエザメに

会えたりすることもあるのだ。

　現地ガイドが一番燃えるのは、サメ。北アトールの「マラヤン

レック」では早朝ダイビングでハンマーヘッドシャークが現れるこ

ともあり、クルーズ中必ずといっていいほどハンマー探しが開催さ

れる。2012年は越智カメラマンもハンマーをゲット！　さらに大き

なタイガーシャークも出たというから、ポテンシャルは相当高い。

　一方、筆者も同じ時期にジンベエザメに遭遇。普通にドリフトし

て海中散歩を楽しんでいるときに突然現れる巨大なジンベエに、

ダイバー全員が大興奮！

　北リーフの「シャークエアポート」から「ウオッシングマシーン」

にかけてのポイントにはマンタが集まってくる海域もあり、かなり

高い確率でマンタに会える。

　わくわくドキドキのトゥバタハリーフ。やっぱりやめられない。

大好きな大物も登場！

これといったクリーニングステーションがあるわけでは
ないようで、ダイバーは泳ぎながらマンタを探す。青い海
から抜け出してきたように現れるマンタに大喜び

南アトールの「デルサンレック」では2012年、グレイ
リーフシャークの子供たちが集まっていた。小柄なが
らもこれだけ集まるとやっぱり圧巻だ

水深30mラインをドリフトしていたら、さら
にその下にハンマーヘッドシャークを発見！

潮通しのいい場所に現れるブラックフィンバラクーダ
の群れ。北アトールの「シャークエアポート」や「ウォー
ルストリート」が狙い目
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TUBBATAHA REEFS
トゥバタハリーフOcean

海

　トゥバタハリーフにはたったこれだけの

海域に1000種以上の魚や海岸生物が生息

しているという。ガイドについていくドリフト

ダイビングというスタイルなので、ついつい

見逃してしまいがちだが、ここにすむ魚たち

の愛らしさ、彩りの美しさはたまらない。ガ

イドから遅れをとることになるかもしれない

が、ゆっくりとフィッシュウオッチングを楽し

まなくちゃ損というものだ。

　日本では見られない魚はもちろん、フィリ

ピンの固有種「フィリピンブレニー」なども

いるので、じっくり見て行くとおもしろい。

サンゴ礁にすむ
宝物にも感動

キョロキョロ周りを見回しながら、サンゴや岩の周りを泳ぎ回るギンポちゃん。チェックの体がかわい
いこの子がフィリピンブレニー。学名からジレンマと呼ばれることもある。リーフの棚の上の浅瀬に生息

ダイバーに人気のナポレオンもあちこちに。あまりに
も多すぎるのか、最後には見向きもされなくなって
ちょっとかわいそうな気もする

チョウチョウウオの種類も多い。ここスリバチカイメ
ンはクリーニングステーションになっているようでホ
ンソメワケベラがトゲチョウチョウウオに近づいてい
く。ちっちゃなクマドリもかわいい

サンゴにもたれかかってひと休み!?　トゥバタハリーフは竜宮城かと思われるほ
どウミガメがたくさんいて、毎日必ずといっていいほど会える。種類はタイマイと
アオウミガメが多い

アクアリストに大人気のイナズマヤッ
コ。あちこちの海でとられてしまって
生息数は激減しているというが、手厚
く保護されているトゥバタハリーフに
は普通にいる

トゥバタハリーフのドロップオフでよく乱
舞しているオオテンハナゴイ（オス）。

ドロップオフのちょっとしたくぼみの砂
地を探すと見つかるニチリンダテハゼ

タテジマキンチャクダイもいろいろな
ステージの個体がいる

ハードコーラル、ソフトコーラル、ホヤなどが海底を彩る。左下にいる魚は西部太平洋の固有種レッドスポッテッ
ドドワーフゴビー（ベニハゼの仲間）だと思われる。色とりどりの生物が集まる海中は、マクロで撮っても楽しい
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Romance
ロマン

TUBBATAHA REEFS
トゥバタハリーフ

　360度水平線に囲まれたトゥバタハリーフ。ほかに遮るものは何も

ない、空も海も大きな大パノラマは、日常の煩雑なことをすっかり忘

れさせてくれるはずだ。

　夕刻、ドラマチックなサンセットを眺め、空が茜色に染まる頃、希

望者はナイトダイブに出発することになる。サンセットを眺めながら

ビールでも飲みたいという方はそれもよし。でも、夜の海も見てみ

たいという方はぜひナイトダイブに参加してほしい。

　真っ暗な闇に浮かび上がる夜行性のエビやカニ、ウミウシ、外敵

に狙われないように夜の装いに変身するチョウチョウウオやタカサ

ゴの仲間たち、このときとばかりに捕食に現れるサメなどなど、昼間

の世界とはまったく異なる海中世界がここにはある。新たな海のロ

マンに浸りながら浮上すれば、頭上には満天の星！　この星空が見

たいがためにナイトダイブをすると言っていたダイバーもいたが、

本当にそのとおりだ。

夜のとばりが下りる頃
新たな海のロマンが始まる

夜間は穏やかな海に停泊するダイブクルーズ船

トゥバタハリーフは野鳥の生息地としてもつとに有
名。北アトールにはバード島があるが、保護のために
立ち入り禁止となっている

岩陰に潜り込んで眠っているイロブダイ。膜を張って寝ていると
ころも見られるかもしれない

寝ているときのブダイの仲間を正面から。こんなカットが撮れるの
もナイトならでは!?

水平線の向こうに太陽が沈み、空も海も茜色に染まる夕暮れどき。静かな海に夕焼け空が映る。
同じ景観はもう二度と見られないという刹那感がまたたまらない
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Action
行動

●アクセス／日本からはまずフィリピンのマニラを目指す。マニラから国内線でプ
エルトプリンセサへ約1時間15分。プエルトプリンセサからダイブクルーズ船に乗
り、トゥバタハリーフへ。船での移動時間は片道10時間前後 ●時差／日本より１
時間遅い ●言葉／英語、タガログ語 ●ダイビングスタイル／早朝から日中3～4
ダイブ。希望者はナイトダイブも可能（料金に含まれる。ガイド1名にダイバーがま
とまって行動をするスタイル。エントリー後、水中集合となるので、スムーズな潜降
ができることが望ましい ●エンリッチド・エア／船にもよるが、有料で可能。1ダイ
ブごとの料金設定もあるので、一日の最後に利用するのも手 ●トゥバタハリーフ
入海料／1回のクルーズで3000ペソ（$83）。USドルでの支払いも可能（2012年の
場合、ツアー料金とともに支払いが可能だった） ●必携品／ダイブコンピュータ、
自分の器材（レンタルは事前予約で可能）、セーフティブイ。メッシュバッグ、マリン
グローブは不要（マリングローブは着用禁止） ●水温とウエットスーツの目安／こ
の時期は28～30℃、3～5mmのウエットスーツでOK ●気温／日中は28℃以上、
夜間も20℃以上ある。クルーズ船内ではあまり問題はないが、飛行機内、空港など
エアコンが効き過ぎている場合もあるので、上着類は必携 ●通貨と両替／フィリ
ピン･ペソ（P）。１P＝約2円。プエルトプリンセサ空港出発時に40P、マニラ空港出
国時に550P必要なので、チップに渡すお金なども含めてマニラ空港到着時に税
関を出る直前の両替所で、日本円から両替しておくといい。日本の銀行でも両替が
可能な場合があるがレートは割高。なおフィリピン・ペソから日本円への両替は非
常にレートが悪いので、フィリピン・ペソに両替するときに使う分だけにしておこう 
●電圧とコンセント／100V、220V。コンセントは日本と同じタイプ。変圧器が必要

TUBBATAHA REEFS TRAVEL MEMO

　ダイブクルーズでしかアクセスできないトゥバタ

ハリーフの最大の長所は、同じ船で潜るダイバー

との出会い。お世辞にも広いとはいえない船上だ

からこそ一体感が生まれるというわけだ。一緒に

ご飯を食べて、潜って、今潜った海について語る

……そんな数日間で、それまで知らなかった人と

もすっかり友達になれるというものだ。

　現地ガイドや船のクルーは日本語が話せない

人も多いが、カタコトで日本語を駆使している人も

いてフレンドリー。シェフは日本人のために刺身を

出してくれることも。

　潜って食べて、ダイバーやクルーたちと話して、

笑って……。最高のひとときが旅の最高のスパイ

スになるはずだ。

ダイバーの
友情の輪が広がる
最高のひととき

最終日に訪れるレンジャーステーション。北アトールにあ
り、潮が引くと長～いサンドバンクが現れる

（右上）頼もしい文字が書かれたボー
ド。マンタもハンマーヘッドも“お約
束”!?
（右）これからの旅を祈念してかんぱー
い！　（下）レンジャーステーションで購
入したTシャツを着て、記念撮影！

100本記念おめでとう！　サプライズでTシャツ
のプレゼントも

海好き、ダイビング好きな仲間と楽しいダイビングへGO！

水中で記念写真！レンジャーステーションに上陸して
サンセットパーティーだ！

200本記念のお祝いにはケーキが！

寝ても覚めても青い海が広がっている

透明度の高い、青い海にワクワク。見上げれば太陽も

若いけどしっかりした
ガイドに脱帽
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